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日立がGMからハイブリッド電気自動車用リチウムイオン電池システムを受注 

 
 
株式会社日立製作所(執行役社長：古川 一夫／以下、日立)は、このたび、ゼネラル・モーターズ

(会長兼 CEO: G・リチャード・ワゴナーJr.／以下、GM)から、リチウムイオン電池システムを受注しま
した。日立のリチウムイオン電池システムは、GMが 2010年に北米において年間 10万台以上の規
模で市場投入する予定となっているハイブリッド電気自動車に搭載されます。 
 

今回の受注は、日立のリチウムイオン電池の高い品質をはじめ、バッテリー性能、コスト、安全性、耐

久性、持続性など日立の広範囲におよぶリチウムイオン電池に関する技術力や、2000年から現在に至
るまで20万セル以上の市場納入実績がGMの評価を得たことによるものです。なお、リチウムイオン
電池は、日立の子会社である日立ビークルエナジー株式会社(取締役社長：川本秀隆／以下、 
日立ビークルエナジー)が製造します。 

 
現在、ハイブリッド電気自動車の市場規模は、世界的な環境規制の強化や燃費意識の高まりから、

ワールドワイドで 2006年度の 41万台から、2010年度には 150万台にまで伸長するとみられていま
す*。さらに、2015年には、ハイブリッド電気自動車用のリチウムイオン電池の需要が、現在主流であ
るニッケル水素電池の需要を上回ると日立は予測しています。 
 

このような市場動向を視野に入れ、日立は、本年 1月に新神戸電機と日立マクセルとの合弁会社であ
る日立ビークルエナジーに対して、増産と開発力の強化を目的とした増資を実施しました。日立は、自動

車部品メーカーのなかでも、ハイブリッド電気自動車用のキーコンポーネントであるモーター、インバ

ーター、電池システムすべてを開発・製造し、最適なシステムとして提案できる強みを有しているほか、

日立グループで電子部品、材料など、様々な技術・製品を有しており、高品質のハイブリッド電気自

動車システムを提供することが可能です。今回のGMからの受注を受けて、リチウムイオン電池事業の
拡大とハイブリッド電気自動車用のモーター・インバーターの拡販に努めていきます。 
 

2010年以降、各カーメーカーがハイブリッド自動車事業を本格化するとみられていますが、日立は、リ
チウムイオン電池事業をはじめとしたハイブリッド電気自動車部品事業を通じ、地球環境の保全に貢

献していきます。 
 
* 2007年日立調べ 
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